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水
害
被
害
額
は
、
統
計
開
始

（
1
9
6
1
年
）以
来
最
大
と
な
る
約

2
兆
1
8
0
0
億
円
を
記
録
し
ま
し

た
。こ
の
た
め
国
は
、住
宅
販
売
な
ど

の
不
動
産
取
引
時
に
お
け
る「
災
害
リ

ス
ク
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」の
提
示
を
義

務
化
す
る
な
ど
、法
改
正
に
乗
り
出
し

た
の
で
す
。改
正
の
内
容
に
つ
き
ま
し

て
は
、７
５
号
の『
災
害
リ
ス
ク
と
不

動
産
』で
ご
案
内
し
て
い
ま
す
の
で
、

こ
こ
で
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
が
、こ
の
規
制
に
よ
り
不
動
産
価
格

に
及
ぼ
す
影
響
は
ど
う
な
っ
た
の
か

検
証
し
て
見
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
の
推
計
に
よ
る
と
、河

川
氾
濫
の
お
そ
れ
が
あ
る「
洪
水
想
定

区
域
」に
居
住
す
る
人
は
、日
本
の
総

人
口
の
2
9
．1
％
、3
7
0
3
万
人

と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。水
害
に
は
河

川
の
堤
防
を
越
え
た
水
が
氾
濫
す
る

「
外
水
氾
濫
」も
あ
れ
ば
、市
街
地
に
排

水
能
力
を
超
え
る
多
量
の
雨
が
降
り
、

排
水
が
雨
量
に
追
い
付
か
ず
建
物
や

土
地
が
水
に
浸
か
り
、下
水
道
を
通
る

雨
水
が
川
に
た
ど
り
着
く
前
に
マ
ン

ホ
ー
ル
な
ど
か
ら
あ
ふ
れ
て
し
ま
う

「
内
水
氾
濫
」も
あ
り
ま
す
。「
外
水
氾

濫
」は
、2
0
1
9
年
の
千
曲
川
水
害

な
ど
、「
内
水
氾
濫
」は
同
年
の
武
蔵
小

杉
一
帯
で
発
生
し
た
、タ
ワ
ー
マ
ン

シ
ョ
ン
の
地
下
設
備
に
浸
水
し
、被
害

を
受
け
た
も
の
が
代
表
例
で
す
。

水
害
被
害
額
は
過
去
最
大
！

　

洪
水
浸
水
想
定
区
域
に
居
住
す
る
人
は
、日
本
の
総
人
口
の
３
割

■災害リスクエリアの重ね合わせ図

国土交通省のデータによると、日本全国の災害リスクエリア内人口は
2015 年で約 8,603 万人、2050 年には約 7,187 万人となり、総人口に
対する割合は約 2.8% 増加すると予測されている。また、 2050 年に
は地震リスクエリア内人口は約 1,015 万人減少するが、総人口に対す
る割合は約 3.7% 増加すると予測されている。

日本全国の将来人口推計

日本全国の 4 災害影響人口

７,018万人（55.2％）

人口 12,709 万人 10,192 万人

対象災害

洪水

津波※

土砂災害

地震
（震度災害）

災害リスク
エリア

※一部地域は津波浸水想定データがないこと等から、
　その地域は含まれていません。

洪水

リスクエリア人口
（2015）

（総人口に対する割合）

3,703万人（29.1％）

595万人（4.7％）

754万人（5.9％）

８,603万人（67.7％）

6,003万人（58.9％）

リスクエリア人口
（2050）

（総人口に対する割合）

2015 年 2050 年

3,108万人（30.5％）

374万人（3.7％）

597万人（5.9％）

7,187万人（70.5％）

土砂災害
地震（震度災害）
津波
2 項目以上の災害が重なるエリア
全ての災害が重なるエリア

不
動
産
価
格 

ハ
ザ
ー
ド
格
差
！

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
提
示
義
務
化
で
不
動
産
需
要
は
？
そ
の
後

【
災
害
リ
ス
ク
と
不
動
産 

続
編
】
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今回のお題目

レントライフ　オーナー

レントライフ便りは、安定した賃貸経営を共に

築いていくために、市場の動向・入居者のニー

ズ、レントライフの取組などを発信し、今なに

が必要なのかを一緒に考えていける場にできれ

ばと思っております。皆様からの率直なご意見

ご感想を心よりお待ちしております。

rentlife.co.jp/inquiry/rentnews

レントライフ便り専用お問合せフォームから
オーナー様のご意見をたくさんお待ちしています。

《レントライフ便り専用アンケート》 vol.86 専用
お問合せフォーム

《特集》不動産価格 ハザード格差！【災害リスクと不動産 続編】不動産価格 ハザード格差！【災害リスクと不動産 続編】水害ハザードマップの提示義務化で不動産需要は？その後水害ハザードマップの提示義務化で不動産需要は？その後

20222022
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サ
マ
ー

空き家のリフォーム費用総額の１／４の負担で実施できた！家賃収入を産む活きた資産へ空き家のリフォーム費用総額の１／４の負担で実施できた！家賃収入を産む活きた資産へ■空き家預かりくん事例紹介

弁護士の先生による財産管理・相続税対策セミナー開催弁護士の先生による財産管理・相続税対策セミナー開催■高齢者の認知症発生率、なんと6人に１人。アパート経営はどうする？
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ス
マ
ホ
や
P
C
で
提
供
さ

れ
る
気
象
庁
の
キ
キ
ク
ル
、

N
H
K
な
ど
の
緊
急
情
報
と

避
難
情
報
そ
し
て
雨
雲
レ
ー

ダ
ー
、
浸
水
想
定
推
移
、
土

砂
災
害
・
土
石
流
想
定
区
域
。

今
で
は
こ
の
よ
う
な
情
報
は

簡
単
に
手
に
入
り
ま
す
。
こ

こ
数
年
の
間
、
毎
年
の
よ
う

に
発
生
す
る
豪
雨
、
そ
し
て

浸
水
被
害
は
日
本
の
ど
の
地

域
で
起
こ
っ
て
も
不
思
議
で

は
な
い
事
を
国
民
す
べ
て
が

認
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
当
然
の
こ
と
で
す
が
、

誰
し
も
危
険
な
場
所
に
は
住

み
た
く
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、

あ
え
て
そ
の
よ
う
な
場
所
に

新
し
く
家
を
設
け
て
住
む
人

も
あ
り
ま
せ
ん
。
既
に
数
十

年
に
わ
た
り
被
災
地
に
居
住

し
て
い
た
人
々
は
そ
う
簡
単

に
他
所
に
住
み
替
え
ら
れ
る

訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
で

き
る
こ
と
な
ら
安
全
な
場
所

に
住
み
替
え
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
よ
く
被
災
地
の
レ

ポ
ー
ト
で
耳
に
す
る
の
が
、

「
こ
ん
な
こ
と
は
初
め
て

だ
！
」「
7
0
年
も
8
0
年
も

こ
こ
に
住
ん
で
い
た
が
、
今

ま
で
起
こ
っ
た
こ
と
が
な

い
！
」
な
ど
と
被
災
地
域
の

住
民
が
答
え
て
い
る
姿
で
す
。

こ
の
よ
う
な
報
道
を
見
る
に

つ
け
、
益
々
日
本
は
危
険
な

地
域
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ

と
を
再
認
識
し
て
し
ま
い
ま

す
。

　

ま
た
土
砂
災
害
も
近
年
増

加
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
1
0

年
で
は
平
均
年
間
発
生
件
数

は
1
0
0
0
件
を
超
え
て
い

ま

す
。
1

9

7

9

〜

2
0
0
8
年
（
昭
和
5
4
〜

平
成
2
0
年
）
の
過
去
3
0

年
間
の
土
砂
災
害
件
数
は
１

年
間
あ
た
り
平
均
9
3
7
件

で
す
が
、
1
9
9
9
〜

2
0
0
8
年
（
平
成
1
1
〜

2
0
年
）
の
最
近
1
0
年
間

で
は
１
年
間
に
平
均

1
0
5
1
件
と
増
加
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
毎
年
、

崖
崩
れ
の
発
生
件
数
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
最
近
1
0

年
間
の
発
生
件
数
で
は
、
お

よ
そ
３
分
の
２
が
崖
崩
れ
に

よ
る
土
砂
災
害
で
す
。

　

危
険
な
地
域
を
各
市
町
村

で
作
成
し
、
指
定
す
る
水
害

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
、
洪

水
・
浸
水
・
土
砂
災
害
・
土

石
流
等
想
定
区
域
の
基
準
を

導
入
当
初
は
5
0
〜
1
5
0

年
に
1
回
程
度
の
大
雨
を
想

定
し
て
い
た
も
の
が
、
近
年

の
豪
雨
災
害
の
多
発
を
踏
ま

え
、
1
5
年
の
改
正
で

1
0
0
0
年
に
1
回
の
想
定

し
う
る
最
大
規
模
の
降
雨
に

条
件
を
厳
し
く
し
ま
し
た
。

（
水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
市

町
村
が
作
成
す
る
も
の
で
あ

る
が
、
国
及
び
都
道
府
県
は
、

市
町
村
が
水
害
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
に
あ

た
っ
て
必
要
な
デ
ー
タ
等
の

提
供
等
に
よ
り
積
極
的
に
支

援
す
る
。）
こ
れ
に
よ
り
、
ど

こ
が
危
険
地
域
な
の
か
誰
で

も
分
か
る
よ
う
に
な
り
危
険

な
場
所
が
日
本
中
で
認
識
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
災
害
の
度
に
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
身
近
な
も

の
に
な
っ
て
ゆ
き
、
不
動
産

を
選
ぶ
際
の
基
準
に
定
着
し

て
く
る
で
し
ょ
う
。
取
り
分

け
、
私
共
の
本
社
の
あ
る
長

野
市
で
は
2
0
1
9
年
1
0

月
に
千
曲
川
流
域
で
発
生
し

た
豪
雨
・
洪
水
被
害
な
ど
が

記
憶
に
新
し
く
、
住
ま
い
探

し
を
さ
れ
る
お
客
様
も
物
件

を
選
定
す
る
際
、
賃
貸
で
は

誰
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
緊
急
情
報
や
避
難
情
報
、

　

そ
し
て
危
険
な
場
所
が
一
目
で
わ
か
る

　
　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
不
動
産
価
格
格
差
を
生
む
！

さ
ほ
ど
過
度
に
反
応
し
ま
せ

ん
が
、
住
宅
購
入
な
ど
不
動

産
の
売
買
に
つ
い
て
は
、
ほ

と
ん
ど
の
お
客
様
が
物
件
選

び
の
条
件
に
加
え
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
そ
の
後
こ
の
よ
う

な
災
害
の
あ
っ
た
地
域
の
不

動
産
需
要
や
価
格
が
ど
の
よ

う
に
変
化
し
た
の
か
を
調
べ

て
み
ま
す
と
、
地
方
と
大
都

市
圏
で
は
雲
泥
の
差
、
全
く

違
っ
た
方
向
に
動
い
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

資料：国土交通省「平成 20 年度版国土交通白書」図表Ⅰ-1-1-25

0
昭和
54

災
害
発
生
件
数（
件
）

（年）

平成
元

昭和 54 ～平成10

平均 880 回／年

55 60 2015105

500

1,000

1,500

2,000

2,500

818件/年

942件/年

1,051件/年

（注）平成 4～7年の雲仙普賢岳による火砕流を除く。昭和 53～ 57年の土石流、
　　地すべり件数は推測値

過去30 年間の災害発生件数

平均 937件／年

■土砂災害発生件数

松川松川

洪水害の危険度
高
危
険
度

低

極めて危険
非常に危険 【警戒レベル４相当】
警戒 【警戒レベル３相当】
注意 【警戒レベル２相当】
今後の情報等に留意

指定河川洪水予報
国や都道府県が管理する河川のうち、流域面積が大きく、
洪水により大きな損害を生ずる河川について、洪水のおそれが
あると認められるときに発表。

高
危
険
度

低

氾濫発生情報  【警戒レベル５相当】
氾濫危険情報  【警戒レベル４相当】
氾濫警戒情報  【警戒レベル３相当】
氾濫注意情報  【警戒レベル２相当】
発表なし

本川の増水に起因する内水氾濫（湛水型の内水氾濫）の危険度
河川の増水によって周辺の支川・下水道からの排水ができなくなることで
発生する内水氾濫による洪水被害のおそれがあると認められるときに発表。

警戒  【警戒レベル３相当】
注意  【警戒レベル２相当】

洪水浸水想定区域（想定最大規模）

0.3 0.5 1.0 3.0 5.0 10.0 20.0
浸水深（m）

洪水浸水想定区域（計画規模）

0.5 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0
浸水深（m）

地
方
と
大
都
市
圏
の
明
暗
が
は
っ
き
り
と
！

結
局
、不
動
産
価
格
は
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
で
決
ま
る
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需
要
縮
小
の
地
方
エ
リ
ア
で
は
影
響
大
！

　
　

東
京
な
ど
大
都
市
圏
の
中
心
部
は
影
響
な
し
！

レントライフ便りの続きが気になる方は
こちらから無料でご請求いただけます

レントライフ便りを請求する

https://www.rentlife.co.jp/owner/news#form
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